
保護者のスマホ時間と子どものスマホ 

感想より： 

この本*を読み感じたことは、私自身がスマホ使用の制限をしていかなければならないということです。 

私は子供がスマホやゲームばかりで遊ぶのではなく、自分の頭で考え自分たちの遊び方を見つけること

が重要だと考えていました。しかしこの本を読み、スマホの依存性の高さを知りました。事例からも一

度興味を持ってしまうと手がつけられなくなる恐ろしさを感じました。 

だからこそ親は、子供が興味を持たないよう子供の前での使用を制限し、独創性のある遊びを共に行っ

ていくべきだと思います。                     *「スマホを持たせるのは遅いほうがよい」 

→ 

ご指摘のように、親のスマホ時間は子どものスマホ時間と強い関連があります。 

親もスマホを減らし、少なくとも子どもの前ではスマホをみないことで、子どもに良い影響があります。 

 

１日３時間以上メディアを見る子どもでは・・・ 

1. 母親のネット時間が２時間以上   (オッズ比 2.55) 

2. 家庭内でのルールがない         (オッズ比 2.41) 

3. 父親のネット時間が２時間以上  (オッズ比 2.35) 

4. 男子である       (オッズ比 2.16) 

5. 母親が常勤      (オッズ比 1.96) 

6. 児童自身の朝食欠食、運動不足、遅い就寝  (オッズ比 1.79～1.88) 
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感想より：私の家では父と姉がごはん中に YouTube を見ています。 

「一緒にごはんを食べる」が私の家のルールですが、スマホ見ながらご飯を食べている光景を見ると、

一緒なのに、一緒じゃない気がして私も母も悲しくなります。 

すべてがスマホのせいではないのは分かっているが、スマホが便利すぎるが故に、悲しい思いをしてい

る人がいる以上、やはり”スマホ”は危険な依存症だなと思いました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


